
１ 委員会審議経過

委員一覧（20名）
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芝 博一（民主） 前川 清成（民主） 谷合 正明（公明）理 事

福山 哲郎（民主） 蓮 舫（民主） 江口 克彦（みん）理 事

有村 治子（自民） 石井 浩郎（自民） 米長 晴信（みん）理 事

岡田 広（自民） 山東 昭子（自民） 糸数 慶子（ 無 ）理 事

岡崎 トミ子（民主） 伊達 忠一（自民） ― 欠員１名 ―
（25.2.26 現在）那谷屋 正義（民主） 中曽根 弘文（自民）

（１）審議概観

第183回国会において、本委員会に付託

された法律案は、内閣提出８件（うち本

院先議１件）及び本院議員提出１件の合

計９件であり、そのうち内閣提出８件を

可決したほか、本委員会から法律案２件

を提出することを決定した。

また、本委員会付託の請願21種類149件

は、いずれも審査未了となった。

〔法律案の審査〕

株式会社企業再生支援機構法の一部を

については、機構の支援改正する法律案

要件及び支援手続の改善策、機構と金融

機関等との連携の在り方、中小企業金融

円滑化法失効への対応等について質疑が

行われ、多数をもって可決された。

に道路交通法の一部を改正する法律案

ついては、法改正の背景とねらい、一定

の病気等に該当する者に対する差別及び

偏見の防止策、交通安全教育の推進等に

ついて質疑が行われ、全会一致をもって

。 、 。可決された なお 附帯決議が付された

行政手続におけ社会保障・税番号制度

る特定の個人を識別するための番号の利

（番号法案）は、行用等に関する法律案

政機関等の行政事務を処理する者が、個

人番号及び法人番号の有する特定の個人

及び法人等を識別する機能を活用し、並

びに当該機能によって異なる分野に属す

る情報を照合し、同一の者に係るもので

あるかどうかを確認することができる情

報システムを運用して、効率的な情報の

管理及び利用等ができるようにするとと

、 、 、もに 行政運営の効率化等を図り かつ

申請等の手続の簡素化による負担の軽減

等国民が利便性の向上を得られるように

するために必要な事項を定めようとする

ものである。なお、衆議院において、目

的規定及び基本理念への行政運営の効率

化等を図ること等の明記、特定個人情報

を提供することができる場合の追加を主

な内容とする修正が行われた。

行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の施

行に伴う関係法律の整備等に関する法律

は、行政手続における特定の個人を識案

別するための番号の利用等に関する法律

の施行に伴う関係法律の規定の整備等を



行おうとするものである。

は、内閣法等の一部を改正する法律案

内閣官房における情報通信技術の活用に

関する総合調整機能を強化するため、内

閣官房に特別職の国家公務員として内閣

情報通信政策監を置くとともに、高度情

報通信ネットワーク社会推進戦略本部の

本部員に加える等の措置を講じようとす

るものである。なお、衆議院において、

内閣情報通信政策監に対する事務の委任

主体を高度情報通信ネットワーク社会推

進戦略本部長とすることを主な内容とす

る修正が行われた。

委員会においては、３法律案を一括と

して議題とし、安倍内閣総理大臣の出席

を求めるとともに、番号制度の意義、特

定個人情報の保護、災害時における個人

番号の活用、内閣情報通信政策監の権限

等について質疑が行われ、いずれも全会

一致をもって可決された。なお、番号法

案及び内閣法等の一部を改正する法律案

に対し、それぞれ附帯決議が付された。

民間資金等の活用による公共施設等の

整備等の促進に関する法律の一部を改正

については、株式会社民間資する法律案

金等活用事業推進機構設立の意義、地方

自治体のＰＦＩへの参入促進、民間イン

フラファンドの設立に向けた環境整備等

について質疑が行われ、多数をもって可

決された。なお、附帯決議が付された。

総合特別区域法の一部を改正する法律

は、産業の国際競争力の強化及び地域案

の活性化に関する施策の総合的かつ集中

的な推進を図るため、先端的研究開発推

進施設整備事業に係る国有財産法の特例

措置その他の総合特別区域に係る法律の

特例に関する措置の追加等を行おうとす

るものである。なお、衆議院において、

国際戦略総合特別区域計画及び地域活性

化総合特別区域計画への構造改革特別区

域法に規定する特定事業等の追加、認定

地域活性化総合特別区域計画に基づく事

業に対する規制の特例措置の一部の削除

等を内容とする修正が行われた。

委員会においては、総合特区制度の効

果、成長戦略における総合特区制度の位

置付け、国有財産法の特例措置を全国展

開することへの見解等について質疑が行

われ、全会一致をもって可決された。な

お、附帯決議が付された。

障害を理由とする差別の解消の推進に

については、障害者権利条関する法律案

約批准への見通し、障害を理由とする差

別の定義規定がない理由、基本方針策定

の考え方、障害者差別解消支援地域協議

会の在り方等について質疑が行われ、全

会一致をもって可決された。なお、附帯

決議が付された。

歳入庁の設置による内国税このほか、

並びに労働保険料及び年金保険料等の徴

収に関する業務の効率化等の推進に関す

が付託され、発議者より趣旨説る法律案

明を聴取したが、審査未了となった。

〔国政調査等〕

、内閣官房、内閣府及び国家３月19日

安全保障強化の基本方針並びに平成25年

度皇室費、内閣及び内閣府関係予算につ

いて菅国務大臣から、警察行政及び死因

究明等の推進の基本方針並びに平成25年

度警察庁関係予算について古屋国務大臣

から所信及び説明を聴取した。また、科

学技術政策、宇宙政策、情報通信技術政

策及び海洋政策・領土問題の基本方針に

ついて山本国務大臣から、女性活力・子

育て支援、食品安全、少子化対策及び男

女共同参画の基本方針について森国務大

臣から、経済再生、社会保障・税一体改



革及び経済財政政策の基本方針について

甘利国務大臣から、地方分権改革、地域

活性化及び道州制の基本方針について新

藤国務大臣から、行政改革、公務員制度

改革、クールジャパン戦略、再チャレン

ジ及び規制改革の基本方針について稲田

国務大臣からそれぞれ所信を聴取した。

これに対し、 、経済再生につ３月21日

いての甘利大臣の見解、警察の不祥事防

止に向けた取組、休眠口座の活用方法を

総合調整する会議等の必要性、森元内閣

総理大臣の政府特使としてのロシア訪問

の目的と成果、規制改革会議と産業競争

力会議との関係、内閣官房に設置された

領土・主権対策企画調整室の役割、性犯

罪・性暴力被害者のためのワンストップ

支援センターの設置を促進する方策、宮

内庁の情報発信の在り方、道州制導入に

向けた新藤大臣の決意等の諸問題につい

て質疑を行った。

、予算委員会から委嘱された５月９日

平成25年度内閣予算等の審査を行い、環

太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）交渉

への対応、待機児童解消加速化プランの

効果、行政事業レビューの在り方、安倍

内閣総理大臣による「三年育休」要請、

道州制の導入、クオータ制の導入に向け

た検討、性同一性障害者の自殺対策等の

諸問題について質疑を行った。

〔法律案の提出〕

配偶者からの暴力の防止及６月20日、

び被害者の保護に関する法律の一部を改

に関する件を議題とし、同正する法律案

法律案の草案について委員長から説明を

聴取した後、全会一致をもって内閣委員

会提出の法律案として提出することを決

ストーカー行為等の規制定した。次に、

等に関する法律の一部を改正する法律案

に関する件を議題とし、同法律案の草案

について委員長から説明を聴取した後、

全会一致をもって内閣委員会提出の法律

案として提出することを決定した。

（２）委員会経過

○平成25年２月26日(火)（第１回）

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。

内閣の重要政策及び警察等に関する調査を行

うことを決定した。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

株式会社企業再生支援機構法の一部を改正す

につる法律案（閣法第１号 （衆議院送付））

いて甘利内閣府特命担当大臣から趣旨説明を

聴き、同大臣、寺田副大臣、西村内閣府副大

臣、島尻内閣府大臣政務官、山際内閣府大臣

政務官及び政府参考人に対し質疑を行った

後、可決した。

〔質疑者〕

前川清成君（民主 、岡田広君（自民 、谷） ）

合正明君（公明 、米長晴信君（みん 、糸） ）

数慶子君（無）

（閣法第１号）

賛成会派 民主、自民、公明

反対会派 みん、無

○平成25年３月19日(火)（第２回）

内閣官房、内閣府及び国家安全保障強化の基

本方針に関する件及び平成25年度皇室費、内

閣及び内閣府関係予算に関する件について菅

国務大臣から所信及び説明を聴いた。

警察行政及び死因究明等の推進の基本方針に

関する件及び平成25年度警察庁関係予算に関

する件について古屋国務大臣から所信及び説

明を聴いた。

科学技術政策、宇宙政策、情報通信技術政策

及び海洋政策・領土問題の基本方針に関する



件について山本国務大臣から所信を聴いた。

女性活力・子育て支援、食品安全、少子化対

策及び男女共同参画の基本方針に関する件に

ついて森国務大臣から所信を聴いた。

経済再生、社会保障・税一体改革及び経済財

政政策の基本方針に関する件について甘利国

務大臣から所信を聴いた。

地方分権改革、地域活性化及び道州制の基本

方針に関する件について新藤国務大臣から所

信を聴いた。

行政改革、公務員制度改革、クールジャパン

戦略、再チャレンジ及び規制改革の基本方針

に関する件について稲田国務大臣から所信を

聴いた。

○平成25年３月21日(木)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

内閣官房、内閣府及び国家安全保障強化の基

本方針に関する件、警察行政及び死因究明等

、 、の推進の基本方針に関する件 科学技術政策

宇宙政策、情報通信技術政策及び海洋政策・

領土問題の基本方針に関する件、女性活力・

子育て支援、食品安全、少子化対策及び男女

共同参画の基本方針に関する件、経済再生、

社会保障・税一体改革及び経済財政政策の基

本方針に関する件、地方分権改革、地域活性

化及び道州制の基本方針に関する件及び行政

、 、 、改革 公務員制度改革 クールジャパン戦略

再チャレンジ及び規制改革の基本方針に関す

、 、る件について菅内閣官房長官 甘利国務大臣

森国務大臣、古屋国家公安委員会委員長、山

本国務大臣、稲田国務大臣、新藤国務大臣、

山際内閣府大臣政務官、北村内閣府大臣政務

官、島尻内閣府大臣政務官、とかしき厚生労

働大臣政務官、義家文部科学大臣政務官、赤

澤国土交通大臣政務官及び政府参考人に対し

質疑を行った。

〔質疑者〕

福山哲郎君（民主 、岡田広君（自民 、谷） ）

合正明君（公明 、芝博一君（民主 、藤本） ）

祐司君（民主 、山谷えり子君（自民 、糸） ）

数慶子君（無 、有村治子君（自民 、江口） ）

克彦君（みん）

○平成25年４月25日(木)（第４回）

道路交通法の一部を改正する法律案（閣法第

について古屋国家公安委員会委員長か42号）

ら趣旨説明を聴いた。

○平成25年５月９日(木)（第５回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成二十五年度一般会計予算（衆議院送付）

平成二十五年度特別会計予算（衆議院送付）

平成二十五年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

、（ ）国会所管 について向大野衆議院事務次長

、 、橋本参議院事務総長 大滝国立国会図書館長

石川裁判官弾劾裁判所事務局長及び 本裁判

官訴追委員会事務局長から説明を聴き、

について山浦会計検査院（会計検査院所管）

長から説明を聴いた後、

（皇室費、国会所管、会計検査院所管、内閣

所管（人事院を除く）及び内閣府所管（内閣

本府（沖縄関係経費、消費者委員会関係経費

）、 、 、を除く 国際平和協力本部 日本学術会議

官民人材交流センター、宮内庁、警察庁、特

について森国務大定個人情報保護委員会 ））

臣、稲田国務大臣、菅内閣官房長官、世耕内

閣官房副長官、西村内閣府副大臣、坂本内閣

府副大臣及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

岡田広君（自民 、蓮舫君（民主 、江口克） ）

彦君（みん 、糸数慶子君（無 、谷合正明） ）

君（公明）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○平成25年５月16日(木)（第６回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

道路交通法の一部を改正する法律案（閣法第

について古屋国家公安委員会委員長、42号）

谷川文部科学副大臣、盛山法務大臣政務官、

赤澤国土交通大臣政務官及び政府参考人に対

し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

福山哲郎君（民主 、白眞勲君（民主 、山） ）



谷えり子君（自民 、谷合正明君（公明 、） ）

米長晴信君（みん 、糸数慶子君（無））

（閣法第42号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん、無

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

行政手続における特定の個人を識別するため

（ ）の番号の利用等に関する法律案 閣法第３号

（衆議院送付）

行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の施行に伴う関

（ ）係法律の整備等に関する法律案 閣法第４号

（衆議院送付）

以上両案について甘利国務大臣から趣旨説明

を聴き、

内閣法等の一部を改正する法律案（閣法第５

について山本国務大臣か号 （衆議院送付））

ら趣旨説明を聴き、

行政手続における特定の個人を識別するため

（ ）の番号の利用等に関する法律案 閣法第３号

（衆議院送付）

内閣法等の一部を改正する法律案（閣法第５

号 （衆議院送付））

以上両案の衆議院における修正部分について

修正案提出者衆議院議員大熊利昭君から説明

を聴いた。

○平成25年５月21日(火)（第７回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

行政手続における特定の個人を識別するため

（ ）の番号の利用等に関する法律案 閣法第３号

（衆議院送付）

行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の施行に伴う関

（ ）係法律の整備等に関する法律案 閣法第４号

（衆議院送付）

内閣法等の一部を改正する法律案（閣法第５

号 （衆議院送付））

以上３案について修正案提出者衆議院議員後

藤祐一君、同大熊利昭君、甘利国務大臣、山

本国務大臣、西村内閣府副大臣、竹内財務大

臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

石橋通宏君（民主 、中西祐介君（自民 、） ）

江島潔君（自民 、谷合正明君（公明 、米） ）

長晴信君（みん 、糸数慶子君（無））

○平成25年５月23日(木)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

行政手続における特定の個人を識別するため

（ ）の番号の利用等に関する法律案 閣法第３号

（衆議院送付）

行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の施行に伴う関

（ ）係法律の整備等に関する法律案 閣法第４号

（衆議院送付）

内閣法等の一部を改正する法律案（閣法第５

号 （衆議院送付））

以上３案について修正案提出者衆議院議員後

、 、 、藤祐一君 安倍内閣総理大臣 甘利国務大臣

山本国務大臣、西村内閣府副大臣、北村総務

大臣政務官、伊東財務大臣政務官及び政府参

考人に対し質疑を行った後、いずれも可決し

た。

・質疑（内閣総理大臣出席）

〔質疑者〕

福山哲郎君（民主 、江口克彦君（みん 、） ）

糸数慶子君（無）

・質疑

〔質疑者〕

藤本祐司君（民主 、岡田広君（自民 、谷） ）

合正明君（公明 、米長晴信君（みん））

（閣法第３号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん

反対会派 なし

欠席会派 無

（閣法第４号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん

反対会派 なし

欠席会派 無

（閣法第５号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん

反対会派 なし

欠席会派 無

なお、行政手続における特定の個人を識別す



るための番号の利用等に関する法律案（閣法

第３号 （衆議院送付）及び内閣法等の一部）

を改正する法律案（閣法第５号 （衆議院送）

付）についてそれぞれ附帯決議を行った。

○平成25年５月28日(火)（第９回）

民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律の一部を改正する法律案

について甘利（閣法第６号 （衆議院送付））

国務大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成25年５月30日(木)（第10回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律の一部を改正する法律案

について甘利（閣法第６号 （衆議院送付））

国務大臣、坂井国土交通大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

白眞勲君（民主 、中西祐介君（自民 、谷） ）

合正明君（公明 、江口克彦君（みん））

（閣法第６号）

賛成会派 民主、自民、公明

反対会派 みん

欠席会派 無

なお、附帯決議を行った。

○平成25年６月11日(火)（第11回）

理事の補欠選任を行った。

総合特別区域法の一部を改正する法律案（閣

について新藤国務法第39号 （衆議院送付））

大臣から趣旨説明を、衆議院における修正部

分について修正案提出者衆議院議員後藤祐一

君から説明を聴いた。

○平成25年６月13日(木)（第12回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

総合特別区域法の一部を改正する法律案（閣

について新藤国務法第39号 （衆議院送付））

大臣、寺田内閣府副大臣、坂井国土交通大臣

政務官、北村内閣府大臣政務官、政府参考人

及び会計検査院当局に対し質疑を行った後、

可決した。

〔質疑者〕

藤本祐司君（民主 、谷合正明君（公明 、） ）

岡田広君（自民）

（閣法第39号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん

反対会派 なし

欠席会派 無

なお、附帯決議を行った。

障害を理由とする差別の解消の推進に関する

につい法律案（閣法第69号 （衆議院送付））

て森国務大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成25年６月18日(火)（第13回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

障害を理由とする差別の解消の推進に関する

につい法律案（閣法第69号 （衆議院送付））

て森国務大臣、坂本総務副大臣、松下国土交

通大臣政務官、とかしき厚生労働大臣政務官

及び政府参考人に対し質疑を行った後、可決

した。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、福山哲郎君 民主 那谷屋正義君 民主

（ ）、 （ ）、山谷えり子君 自民 谷合正明君 公明

江口克彦君（みん 、糸数慶子君（無 、田） ）

村智子君（共産、委員外議員 、福島みずほ）

君（社民、委員外議員）

（閣法第69号）

賛成会派 民主、自民、公明、みん、無

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成25年６月20日(木)（第14回）

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に

の草案に関する法律の一部を改正する法律案

ついて委員長から説明を聴いた後、委員会提

出の法律案として提出することを決定した。

ストーカー行為等の規制等に関する法律の一

の草案について委員長か部を改正する法律案

ら説明を聴いた後、委員会提出の法律案とし

て提出することを決定した。

歳入庁の設置による内国税並びに労働保険料

及び年金保険料等の徴収に関する業務の効率

につ化等の推進に関する法律案（参第３号）

いて発議者参議院議員中西健治君から趣旨説



明を聴いた。


